
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
2 3 4 5 6 1 2 3

制作＆アート 戸外活動 クッキング 戸外活動
七夕ウィーク 　　　ランチ 踏んで捏ねて 　　ランチ

制作 プログラミング 手打ちうどん

（※弁当不要） （※弁当不要） （※弁当不要）

9 10 11 12 13 6 7 8 9 10
★クッキング ★クッキング 保育所訪問 戸外活動 ソーシャルスキル amプログラミング 　戸外活動 ソーシャルスキル

はじけるポップん （巡回相談） トレーニング トレーニング
フルーツポンチ お子様の通う園

ソーシャルスキル での支援方法に p.m.みずみずDAY

トレーニング ついて連携し、

手だてを提案

します。 (※弁当不要）

16 17 18 19 20 13 14 15 16 17
感覚あそびの日 エンジョイ音楽 感覚あそびの日 保育所訪問 わくわく わくわく
つくってあそぼう ミュージックケア プログラミング 　シアター 　シアター

やみつき
　スライム

23 24 25 26 27 20 21 22 23 24
戸外活動 巨大迷路＆ みずみずDAY 戸外活動 プログラミング クッキング ランチ

おばけやしき ※濡れてもよい ひんやり冷たい

をつくろう 服装＆着替＆ アイスクリー

レクリエーション 　　バスタオル ムパフェ

身体を動かし
ながらルールあそび

（※弁当不要） （※弁当不要）

30 31 27 28 29 30 31
戸外活動 クッキング 戸外活動 戸外活動

作って楽しむ 戸外活動 みずみずDAY プログラミング

ホットドックパーティ 公園（屋内です） ※濡れてもよい 公園（屋内です）

服装＆着替＆

　バスタオル

（※弁当不要） （※弁当不要）

　
…こずかい

（※弁当不要）の日もご確認ください

関係性や意識づくりに配慮します。
３、みんなで１つの物を創り上げよう…長期にわたる協力活動の

社会福祉法人　悠林舎　2018年　7月～８月すくすくちーず

◎持ち物：お弁当・飲み物・帽子・水
筒・タオル・筆記具・宿題・着替・汚れ
てもよい服装・運動靴（サンダル、ク
ロックスは安全配慮の為、お控えくださ
い）	
		
		
		
		

　　　　　　　　～～夏休み特集号～～

小型サイズは 携帯用

２０１８ 年 ７月　　 Holiday Kids 予定表

エプロン＆バンダナ（紙製のものはございます。苦手なかたはご
持参ください）

　　　　濡れても大丈夫な服装、着替え、バスタオル　サンダル
　　　　　履いてくる靴とは別にご用意ください）

　　　　　こずかい（飲み物代 他）200円ちょうどで持たせてください				

集大成として『大作をつくる』『団結力をつくる』等の広い意味でキッズ

のチームメンバーとしての一体感を持てるようにします

活動準備・かたづけ、身のまわりの始末等、すすんでできるようにします。

２、おたがいを認め合おう…考えかたや好み等は一人ひとり違います。
一緒にすごすなかで、その違いを個性として認め合え、理解・協力し合える

　☆小型サイズは携帯用

　※マークのご説明　　　　

２０１８ 年　８月　　Holiday Kids 予定表

宿題がんばろうWeek!

キッズ夏休みの目標
１、自分たちで出来ることを増やそう（自立心をそだてる）

☆

天

候

や

お

子

様

の

体

調

等

に

よ

り

日

程

・

内

容

が

変

更

す

る

場

合

が

ご

ざ

い

ま

す

。

お盆休み

　　　　ランチ代（外出日により異なりますので別紙をご参照の上 ご準
備ください）当日のお迎え時、保護者様よりお預かりします						

いよいよ夏本番を迎え、キッズの子ども達もエネルギー全開で、

日々さまざまな活動にチャレンジしています。

新しいお友だちとも徐々に慣れ親しむ姿が見られ、自分から話しかけたり、

それぞれのペア活動によってかかわり方の違いも見られ、スタッフ自身教えら

れ、

刺激を受ける事がたくさんです。

キッズベースは、家と学校の間である“サードプレイス”として、メンバーで

ある子ども達が、より安心できる環境下で、自分らしさを発揮でき、自信をもっ

て社会に巣立っていくための一助となるように、との願いを込め、支援の在り

方・活動内容の充実を心がけています。社会全体の宝である子ども達を、大

切にお預かりし、人との出逢い・かかわりが楽しめ、信頼でき、笑顔で帰ってい

夏休み スタート

右記マー

クの当日、

送迎時に

お預かり

します。

マークは

公用車で外出します。

水筒、帽子、リュック、

運動靴で来所ください。

プログラミング講座 開講しました☆彡

人気ナンバー１の習い事“プログラミング”

が、水曜日のメイン活動としてスタート！

パソコンを使って自分なりのゲームを作成

したり、アプリが作れるとあって、高学年

を中心としたキッズメンバーが毎回熱心に

取り組んでいます。ステージが進むごとに操作もマスターし、

未来のプログラマー誕生も夢ではない手ごたえ。時空間の構造化（スケジュ

ールやタイマー）、タイピング表、説明書へのルビ、質問の仕方、声の調整

表

等、療育的配慮に基づき、取り組めるようにしています。

気持ちを見える化☆彡

今、自分がどんな状態でいるかを感じ、

伝えられる事で、がんばりすぎを防いだり、

良好な人間関係を築く事へとつながります。

社会性が苦手な子ども達には、スモール

ステップ（段階を分け少しずつ）でワーク

します。

①どんな時 イライラするかを 知る

➁感情と表情の一致

③相手に言われてどう感じるか？

④適切な方法で思いを伝える…

「やさしさ」「思いやり」等は、空気のように

あいまいで感じたり伝えたりって難しい(;´Д`A 


